
　
合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
さ
わ
や
か
な
初
夏
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。宝
蔵
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
宇
治
別
格
本

山
に
格
別
の
御
愛
念
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
と
り
わ
け
、新
年
祭
や
盂
蘭
盆
供
養
大
祭
等
の
宇

治
別
格
本
山
の
主
要
行
事
で
は
、毎
年
多
く
の
皆
様
方

が
ご
奉
仕
を
下
さ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、本
年
も
来
る
八
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
か

け
ま
し
て
、
総
裁
谷
口
雅
宣
先
生
、
白
鳩
会
総
裁
谷
口

純
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
の「
第
六
十
七
回
宝
蔵
神
社

盂
蘭
盆
供
養
大
祭
」
及
び
「
自
然
災
害
並
び
に
世
界
規

模
感
染
症
物
故
者
追
悼
慰
霊
祭
」が
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
り
ま
し

た
。

  
し
か
し
な

が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

や
そ
の
変

異
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
世
界
規
模
で
の
感
染
拡
大
が
い
ま
だ
終
息

に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。ワ
ク
チ
ン
接
種
も
す
す
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
治
療
薬
の
開
発
も
途
上
の
中
、
感

染
拡
大
の
〝
第
六
波
〟
を
防
ぐ
た
め
、
引
き
続
き
、
三

密
（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）
を
回
避
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、多
数
の
招
霊
祭
員
や
参
拝

者
等
が
集
ま
り
、猛
暑
の
中
で
行
わ
れ
る
盂
蘭
盆
供
養

大
祭
は
、
三
密
を
避
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
誠
に

残
念
で
す
が
本
年
の
盂
蘭
盆
供
養
大
祭
は
、昨
年
に
引

き
続
き
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
盂
蘭
盆
供
養
大
祭
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、地
元
の
信
徒
の
皆
様
に
お
書
き
い
た
だ
い
た
「
霊

牌
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、大
祭
の
招
霊
祭
に
相
当
す
る

祭
典
（
霊
牌
合
祀
祭
）
を
本
山
員
が
招
霊
祭
員
と
な
っ

て
数
回
に
分
け
て
執
り
行
い
、
全
て
宝
蔵
神
社
の
霊

殿
に
祭
祀
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
す
で
に

宝
蔵
神
社
に
祭
祀
さ
れ
、一
年
以
上
た
っ
た
霊
牌
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
本
山
の
本
部
講

（
次
頁
に
続
く
）

第
六
十
七
回 

宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供
養
大
祭
中
止
に
つ
い
て

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 

宮
司
・
総
務

堀

端

芳

樹
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1

宝 蔵宇治情報 宝 蔵No.９１
（体験集通算 441号）

令和４年７月１日  　　　編集・発行　　宗教法人 生長の家 宇治別格本山



師
・
講
師
補
が
中
心
と
な
り
、
大
祭
時
と
同

様
に
、
送
霊
祭
「
み
た
ま
ぬ
き
の
儀
」「
霊
牌

奉
送
の
儀
」「
浄
火
の
儀
」
を
そ
れ
ぞ
れ
執
り

行
い
ま
し
て
、
す
べ
て
浄
火
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
時
期
に
は
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
先
祖
供
養
の
為
に
、
た

く
さ
ん
の
「
霊
牌
」
を
お
書
き
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
ご
先
祖
様
に
報
恩
真
心
の
誠
を

捧
げ
る
た
め
に
様
々
な
方
法
で
先
祖
供
養
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
生
長
の
家
で
は
万

教
帰
一
の
教
え
か
ら
、
聖
経
・
讃
歌
の
読
誦

に
よ
り
ま
し
て
、
宗
派
を
超
え
て
御
霊
を
供

養
す
る
と
い
う
画
期
的
な
方
法
が
実
現
し
、

宝
蔵
神
社
に
霊
牌
を
お
祀
り
し
て
供
養
す
る

〝
霊
牌
供
養
〟
が
広
く
行
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
谷
口
雅
春
先
生
は
、
昭
和
三
十
二
年
八
月

に
『
聖
使
命
新
聞
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
お

示
し
頂
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

一
部
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。『（
前

略
）〝
罪
〟
を
剥
落
さ
せ
る
に
は
精
神
的
な
方

法
に
よ
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
つ
の
方
法
が
生
き
て
い
る
人
の
場
合
に

は
、
人
型
を
媒
介
と
す
る
祓
い
式
で
あ
り
、
霊

界
に
行
っ
て
い
る
霊
魂
の
業
を
浄
化
す
る
に

は
、
盂
蘭
盆
会
と
か
、
そ
の
忌
年
命
日
と
か

に
、
霊
牌
（
位
牌
）
を
媒
介
と
し
て
、
そ
れ
に

「
光
明
念
波
」
ま
た
は
「
真
理
の
言
葉
」（
経

文
等
の
読
誦
）
の
波
動
を
送
る
こ
と
が
（
各

宗
派
に
よ
っ
て
多
生
形
式
は
異
な
る
が
）
現

在
実
行
さ
れ
て
い
る
浄
化
の
方
法
な
の
で
あ

り
ま
す
。（
後
略
）』
こ
の
よ
う
に
霊
牌
供
養

の
意
義
を
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
多
く

の
ご
先
祖
様
を
霊
牌
に
お
書
き
く
だ
さ
り
供

養
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大

が
早
く
終
息
し
、
平
安
な
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
出
来
ま
す
事
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、

ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
八
月
に
執
り
行
う
祭
典
予
定
は
、
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
二
日
㈫
午
後
二
時
～

　
　
　
　
　
霊
牌
合
祀
祭
（
命
日
供
養
祭
は

繰
り
上
げ
て
実
施
）

　
九
日
㈫
午
後
二
時
～

　
　
　
　
　
霊
牌
合
祀
祭
（
命
日
供
養
祭
は

繰
り
上
げ
て
実
施
）

十
一
日
㈭
午
前
十
時
～
十
一
時

　
　
　
　
　
自
然
災
害
並
び
に
世
界
規
模
感

染
症
物
故
者
慰
霊
塔
追
悼
慰
霊

月
次
祭

十
三
日
㈯
午
前
十
時
～
十
二
時

　
　
　
　
　
宝
蔵
神
社
月
次
祭
・
全
国
流
産

児
無
縁
霊
供
養
塔
供
養
月
次
祭

十
六
日
㈫
午
後
二
時
～

　
　
　
　
　
霊
牌
合
祀
祭

十
七
日
㈬
午
前
五
時
四
十
分
～
六
時
二
十
分
　

送
霊
祭
　
み
た
ま
ぬ
き
の
儀

　
　
　
　
午
前
七
時
三
十
分
～

　
　
　
　
　
送
霊
祭
　
霊
牌
奉
送
の
儀
　

十
八
日
㈭
午
前
八
時
～
八
時
十
五
分

　
　
　
　
　
御
神
火
奉
戴
の
儀
　

　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
～
十
時

　
　
　
　
　
送
霊
祭
　
浄
火
の
儀

　
　
　
　
午
後
一
時
～

　
　
　
　
　
霊
牌
合
祀
祭

十
九
日
㈮
午
前
十
時
～
十
二
時

　
　
　
　
　
末
一
稲
荷
神
社
月
次
祭
・
精
霊

招
魂
神
社
月
次
祭

二
十
日
㈯
午
前
九
時
二
十
分
～
十
二
時

　
　
　
　
　
霊
牌
焼
納
・
後
片
付
け

※
八
月
十
六
日
～
二
十
日
は
命
日
供
養
祭
は

繰
り
上
げ
て
実
施

あなたは運命の主人公である

宝　　蔵 No.91
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質
問
や
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
今
、
思
え

ば
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。
先
生
は
、

「
ど
ん
な
細
か
い
質
問
で
も
し
な
さ
い
、
そ
こ

か
ら
、
何
か
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。」
と
言
わ
れ
、
毎
回
の
研
修
生
の
輪

読
会
で
は
、
今
日
は
、
何
を
質
問
し
よ
う
か

と
考
え
た
も
の
で
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
先
生
に
、
結
婚
に
つ
い
て
ご
相

談
し
た
と
こ
ろ
、「
ま
ず
は
、
就
職
す
る
こ
と

だ
な
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、結
婚
練
成

会
の
楠
本
先
生
の
講
話
の
中
で
、
話
を
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
心
に
と
ど
め
、
実
践
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
と
き
の
輪
読
会
で
、
先

生
に
、「
数
あ
る
生
長
の
家
の
本
の
中
で
、
何

を
読
ん
で
い
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
」
と

質
問
し
た
と
き
に
、「『
生
命
の
實
相
』
と
他

の
本
を
平
行
し
て
読
ん
だ
ら
い
い
よ
」
と
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
は
、
現
在

も
実
践
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、

楠
本
先
生
に

教
え
ら
れ
た

こ
と
を
実
践
す
る
中
で
、
宇
治
で
、
結
婚
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
の
妻
も
、
楠
本
先
生
に
導
か

れ
て
い
た
こ
と
が
、
結
婚
後
、
分
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
妻
の
両
親
が
、
妻
が
生
ま
れ

る
前
、
不
調
和
だ
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
楠
本
先
生
の
お
か
げ
で
、
そ
の
不
調

和
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

義
母
は
、
河
口
湖
練
成
道
場
に
楠
本
先
生
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
き
に
、
奉
仕
員
を
し
て
い

ま
し
た
。
一
時
、
義
母
と
義
父
は
、
不
調
和

で
別
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
楠
本
先
生
が
仲

を
取
り
持
っ
て
く
だ
さ
り
、
復
縁
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
私

の
妻
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
楠
本
先
生
が
お

ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
妻
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
、

私
は
妻
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
楠
本
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
お
導
き
と
、
霊

界
か
ら
の
今
後
の
お
導
き
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　「
不
幸
も
、苦
痛
も
、競
争
者
ま
で
も
が
、そ

の
人
の
生
命
を
生
長
さ
せ
る
た
め
に
与
え
て

く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
感
謝
し
て
受

け
た
時
、
そ
の
人
の
生
命
が
最
も
す
み
や
か

に
生
長
す
る
、
生
長
と
共
に
そ
の
問
題
は
解

決
す
る
」（『
あ
な
た
は
無
限
能
力
者
』
は
し

が
き
よ
り
）

　
私
は
平
成
二
十
六
年
に
、
宇
治
別
格
本
山

で
の
一
般
練
成
会
に
参
加
し
た
あ
と
、
研
修

生
と
な
り
、
楠
本
先
生
が
長
崎
の
生
長
の
家

総
本
山
に
行
か
れ
る
九
月
ま
で
、
先
生
の
お

話
を
聴
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
私
は
、
楠
本

先
生
の
講
話
を
聴
い
て
、
生
長
の
家
の
真
理

の
深
さ
に
感
動
し
、
研
修
生
を
や
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
楠
本
先
生
と
は
、
練
成
会
の
座
談
会
、
研
修

生
の
輪
読
会
、
毎
月
の
面
談
な
ど
で
、
直
接
、

追
伸

  
本
年
の
盂
蘭
盆
供
養
大
祭
等
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
来
年
の
大
祭
に
は
、
是
非
ご
奉

仕
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

神と偕なる自分に不可能はなし

随想

霊
宮
聖
使
命
会
事
務
部
会
員
課

新
宮

 

一

楠
本
加
美
野
先
生
に
導
か
れ
て

宝　　蔵
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※参加は事前予約制となっております。2日前までには、お電話または申込フォーム（本山ホームページ、Facebookページからお入りいた
だけます）にてお申し込みください。分からないことがありましたら、練成部 (0774-21-2153)までご連絡ください。

ただ善きことのみを数え上げよ

７月  ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム 〈会場：大講堂〉
聴講希望者は、三密を避け感染防止対策を行った上、30名まで参加できます。

10日 働く悦び日

9日
悦びの
先祖・流産児供養土

土 浄　心　行

31日 日 光を拡げよう

24日 日

17日 日

23日 土

明るく健康に
生きる

調和した生活を
送るには

希望を叶える

30日

2日 土 根 本 真 理

10:10～11:00 開会の祈り・実相は完全円満 榎本　一子 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
11:15～12:00 本当の祈りとは ～神想観は素晴らしい～ 阿部　秀輝 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:45 お父さんお母さんに感謝しよう 岡田　浩二 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
14:00～14:45 自分が変われば世界が変わる！ 清水　志郎 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
14:45～15:20 如意宝珠観 実修・閉会の祈り 清水　志郎
10:10～11:00 心の窓を開いて光を見よ ～日時計主義の実践～ 岡田　浩二 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
11:15～12:00 常に祈りと共に ～祝福礼拝の生活～ 千羽　真平 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:15 体験談 高　千穂
13:15～14:00 光明の生活法 堀端　芳樹 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
14:15～15:00 愛と祝福の言葉を雨降らそう 榎本　一子 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
15:00～15:35 実相円満誦行 実修・閉会の祈り 岡田　浩二
10:10～11:00 神に祝福されたるわが人生 清水　志郎 『日々の祈り』『人生の断想』
11:15～12:00 報恩感謝の生活 榎本　一子 『日々の祈り』『人生の断想』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:15 体験談 藤本　和博
13:15～14:00 神・先祖・父母に生かされて 岡田　浩二 『日々の祈り』『人生の断想』
14:15～15:05 悦びの先祖・流産児供養について　閉会の祈り 堀端　芳樹 『霊供養入門』
10:10～11:00 仕事の意義と尊さ 岡田　浩二 『日々の祈り』『人生の断想』
11:15～12:00 魂の生きる仕事をするには 田野　靖彦 『日々の祈り』『人生の断想』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:15 体験談 村上　麻衣
13:15～14:00 神様のための仕事を為せ 小野　大作 『日々の祈り』『人生の断想』
14:15～15:05 全ての幸福と富は神より来たる・閉会の祈り 榎本　一子 『日々の祈り』『人生の断想』

10:10～11:00 唯一つの神に創られた完全な世界 清水　志郎 『如意自在の生活365章』『森の日ぐらし』
11:15～12:00 人間は金剛不壊の如来身である 岡田　浩二 『如意自在の生活365章』『森の日ぐらし』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:45 「祈り」は命の宣り言 新宮　一 『如意自在の生活365章』『森の日ぐらし』
14:00～14:45 祈りは必ず叶えられる 榎本　一子 『如意自在の生活365章』『森の日ぐらし』
14:45～15:20 祈り合いの神想観 実修・閉会の祈り 榎本　一子
10:10～11:00 全ての救いは神の子の自覚から 榎本　一子 『如意自在の生活365章』『森の日ぐらし』
11:15～12:00 父母への感謝が幸福への道 阿部　秀輝 『如意自在の生活365章』『森の日ぐらし』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:15 体験談 田野 明日香
13:15～14:00 拝み合いの世界 岡田　浩二 『如意自在の生活365章』『森の日ぐらし』
14:15～15:05 横の真理と縦の真理・閉会の祈り 堀端　芳樹 『如意自在の生活365章』『森の日ぐらし』
10:10～11:00 自己を劣等視するな、神の子ではないか！ 榎本　一子 『凡庸の唄』『生活の智慧365章』
11:15～12:00 あなたの希望を実現するには 岡田　浩二 『凡庸の唄』『生活の智慧365章』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:15 体験談 藤本　幸子
13:15～14:00 天分を生きる幸せ 岡田 伊都子 『凡庸の唄』『生活の智慧365章』
14:15～15:00 小さな愛行が迷いの雲を吹き払う突破口 清水　志郎 『凡庸の唄』『生活の智慧365章』
15:00～15:35 感謝誦行 実修・閉会の祈り 田野　靖彦
10:10～11:00 神のみが実在 ～無きものを無きとせよ～ 岡田　浩二 『凡庸の唄』『生活の智慧365章』
11:15～12:00 愉快に楽しく勇敢に ～生長の家の生き方～ 千羽　真平 『凡庸の唄』『生活の智慧365章』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:15 体験談 小田　椋子
13:15～14:00 あなたの人生に微笑みかけよ 榎本　一子 『凡庸の唄』『生活の智慧365章』
14:15～15:05 心と運命・閉会の祈り 堀端　芳樹 『凡庸の唄』『生活の智慧365章』
10:10～11:00 開会の祈り・罪が実在するという常識を超えよ！ 清水　志郎 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』
11:15～12:00 新たに生まれるということ ～浄心行について～ 岡田 伊都子 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』
12:00～13:00 浄心行用紙記載・昼食・休憩
13:00～13:45 父母の愛に導かれて 榎本　一子 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』
13:55～15:00 浄心行実修・閉会の祈り 岡田　浩二 聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』
10:10～11:00 神は光源、吾れらは光 榎本　一子 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』

11:15～12:00 神の子の光が世界を照らす　～神・自然・人間の調和する世界平和実現へ～ 岡田　浩二 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』

12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:15 体験談 岡田 多美子
13:15～14:00 愛行こそわが使命 田野　靖彦 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』
14:15～15:05 悦びの三正行・閉会の祈り 堀端　芳樹 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』

16日 土 祈り合いの
神想観

生長の家の生活法3日 日

テーマ 時間 講話  及び 行 講 師 テキスト日付,曜日

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

5月16日午後3時30分より「先祖・流産児供養祭」が執り行われます。記載した霊牌を奉納金1柱100円以上を添えて現金書留にてお送りくだされば、宝蔵
神社霊殿に奉安されます(〆切は13日必着)。「先祖・流産児供養祭」はFacebook投稿からライブ配信いたします。ぜひご覧ください。
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会場での講話聴講にぜひお越しください

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着３０名までとなっております。

◆ 奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・1,500円／子供(3歳～12歳)・・750円

◆ 健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温37度以上、咳が出る方、息苦しさ、だるさがある、吐き気のある方等
※当日検温で体温37度以上の方は参加することができません。

◆ 参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・本山ではマスクの着用をしてください。
(一枚50円で受付でも販売しています)

・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス(約2メートル)を守り、身体的接触(握手やハグ)は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方の参加はお断りいたします。

◆ 受付時
・申込用紙の体調記入欄を必ずご記入ください。
・検温を実施いたします。体温37度以上の方は参加をご遠慮いただきます。

◆ 会場内での注意事項
・座席はソーシャルディスタンスを保っています。椅子の移動はご遠慮ください。
・至近距離での会話、大声での会話はしないでください。
・飲食はご遠慮ください。

◆ 食堂使用時の注意事項（昼食利用の方は事前にご予約ください）
・マイ箸・マイボトル・ハンカチをご持参ください。
・１テーブルに１名ずつ座り、一方向を向いて食事をしてください。
・食堂内での会話はしなくでください(黙食)。

◆ お申し込み方法（締切：参加日２日前まで）
・練成部へのお電話(0774-21-2153)または申込フォーム(Face
book及びホームページから入れます)にて、名前・県名・電話
番号・参加希望日等を伝え、お申し込みください。

いたる所に神の導きがある

宝　　蔵令和４年７月１日
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さ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
こ
の
娘
も
こ
の

春
か
ら
小
学
三
年
生
に
な
り
、
元
気
に
楽
し

く
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
今
の
幸
せ
な
毎

日
は
、
生
長
の
家
の
み
教
え
、
楠
本
先
生
の

お
陰
で
す
。

　
楠
本
先
生
は
、
光
明
化
運
動
の
先
頭
を
走

り
つ
づ
け
ら
れ
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
沢
山

の
人
々
を
救
わ
れ
ま
し
た
。
今
頃
霊
界
で
谷

口
雅
春
先
生
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
、
労
い
の

言
葉
を
頂
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

楠
本
先
生
、
こ
れ
か
ら
も
霊
界
か
ら
私
達
を

ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
せ
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
楠
本
先
生
の
言
葉
は
神
の
言
葉
！
先
生
の

ご
指
導
に
「
ハ
イ
！
」
を
実
行
し
、
無
限
供

給
を
頂
き
ま
し
た
。

　
平
成
三
年
仕
事
を
辞
め
て
専
業
主
婦
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
長
年
共
働
き
を
し
た
褒

美
に
宇
治
の
一
般
練
成
会
を
受
け
た
い
と
夫

に
頼
み
ま
し
た
。
や
っ
と
許
し
が
出
て
八
月

十
日
間
の
一
般
練
成
会
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
楠
本
先
生
に
個
人
指
導
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

私
が
「
先
生
、
お
な
か
を
触
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
お
願
い
す
る
と
、「
大
丈
夫
だ
！
生
ま
れ

る
！
」
と
優
し
く
手
を
当
て
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
練
成
会
か
ら
帰
り
ま
し
て
か
ら
、『
人
類
無

罪
宣
言
』を
早
速
書
写
し
ま
し
た
。
こ
の
ご
本

は
、
小
さ
な
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
し
か
も

分
厚
く
、
書
き
写
す
だ
け
で
も
随
分
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。
一
度
写
し
終
わ
り
、も
う
一

度
書
き
ま
し
た
。
二
度
書
写
し
た
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
練
成
会
に
参
加
し
、
楠
本
先
生
に
見

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
二
回
も
書
い
た
人
は

い
な
い
ね
ー
、
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
」
と
、
笑
っ

て
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
先
祖
供
養
、
聖
経
読
誦
を
続
け

ま
し
た
。
結
婚
後
丁
度
七
年
で
妊
娠
し
、
結

婚
八
年
目
に
、
元
気
な
女
の
子
を
出
産
致
し

ま
し
た
。

　
娘
が
三
才
の
時
、
娘
を
連
れ
て
母
と
三
人

で
楠
本
先
生
に
お
礼
に
行
き
ま
し
た
。
先
生

は
、「
良
か
っ
た
ね
」
と
、
と
て
も
喜
ん
で
く

だ
さ
り
、
娘
と
一
緒
に
写
真
も
撮
っ
て
く
だ

　
楠
本
加
美
野
先
生
ご
逝
去
の
報
に
接
し
、

先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
先
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
楠
本
先
生
に
は
、
十
日
間
の
一
般
練
成
会

で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
結
婚

後
、
な
か
な
か
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
宇
治
の
一
般
練
成
会
に
何
度
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
堂
で
楠
本
先
生

を
お
見
か
け
し
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
と
、

「
あ
ん
た
、
見
た
顔
だ
ね
」
と
仰
っ
て
く
だ
さ

り
、
度
々
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
楠
本
先
生
は
、
大
大
先
生
で
す
の
に
、
親

し
み
や
す
く
、
私
は
先
生
の
お
顔
を
見
る
と
、

つ
い
話
し
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。
先
生
は
、
私
の
悩
み
を
聴
い
て
く
だ

さ
り
、「『
人
類
無
罪
宣
言
』
を
書
写
す
る
と

い
い
よ
」
と
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

祈りこそ希望の扉を開く鍵である

T
．
E   

（
50
代
）〈
女
性
〉

楠
本
加
美
野
先
生
お
礼
状

楠
本
加
美
野
先
生

追
悼

お
礼
状
第３弾

S
．
A   

（
80
代
）〈
女
性
〉
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練
成
会
最
終
日
、
楠
本
先
生
に
帰
り
の
ご

挨
拶
を
し
ま
し
た
ら
、「
明
日
か
ら
盂
蘭
盆

供
養
大
祭
が
あ
る
か
ら
奉
仕
を
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
、急
遽
奉
仕
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
流
産
児
供
養
塔
の
担
当
で
し
た
。

大
祭
も
終
わ
り
、
皆
さ
ん
が
帰
ら
れ
る
の
で

私
も
帰
ろ
う
と
す
る
と
今
度
は
楠
本
先
生
が

「
夜
の
反
省
会
に
参
加
し
な
さ
い
」
と
、
言
わ

れ
参
加
し
ま
し
た
。

　
楠
本
先
生
は
「
今
夜
は
気
分
が
い
い
か
ら

…
」
と
仰
っ
て
、最
初
で
最
後
だ
か
ら
…
と
歌

を
歌
わ
れ
ま
し
た
。
大
変
珍
し
い
こ
と
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
翌
朝
の
大
拝
殿
で
の
神
想
観
中
、
黄
色
地

の
ベ
ビ
ー
服
、
同
じ
柄
の
ベ
ビ
ー
布
団
、
丸
々

太
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
出
て

き
ま
し
た
。
楠
本
先
生
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、

先
生
は
「
君
の
真
心
か
ら
の
奉
仕
で
流
産
児

が
救
わ
れ
た
ん
だ
、
良
か
っ
た
ね
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
帰
り
道
、
地
面
が
光
り
輝
い
て
い
ま
し
た
。

竹
林
の
中
の
竹
も
木
も
黄
金
色
の
光
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
石
灯
籠
の
一
つ
一
つ
が
、
赤
い
胸
当
て
を

当
て
た
お
地
蔵
さ
ま
と
な
っ
て
合
掌
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
帰
り
も
指
定
席
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ

「
あ
な
た
は
運
が
い
い
ね
。
一
人
キ
ャ
ン
セ
ル

が
出
た
の
で
乗
れ
ま
す
よ
」
と
い
っ
て
く
だ

さ
り
、
乗
っ
て
か
ら
も
良
い
こ
と
づ
く
め
で

楽
し
い
旅
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
七
十
五
才
の
定
年
ま
で
奉
仕
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
楠
本
先
生
、
素

晴
ら
し
い
ご
縁
を
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
に
、
当
時
宇
治
別
格
本
山

の
職
員
だ
っ
た
私
の
結
婚
が
決
ま
っ
た
と
き
、

そ
の
こ
と
を
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
楠
本
先
生

が
、「
あ
ん
た
、
結
婚
が
決
ま
っ
た
体
験
談
を

し
た
ら
い
い
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
練

成
会
の
夜
に
あ
る
講
話
の
前
の
十
分
間
で
、

何
度
か
体
験
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
当
時
は
何
故
そ
う
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
今

思
い
返
す
と
、
あ
の
と
き
話
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
若
い
私
が
結
婚
へ
の
決
意
と
、
神
縁

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
先
生
の
ご
愛
念

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
お
仲
人
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
祝

賀
会
で
主

人
と
の
出

会
い
を
私

の
日
記
を

読
み
な
が

ら
語
っ
て

く
だ
さ
っ

た
先
生
は
、
終
わ
っ
た
後
に
そ
の
日
記
を
食

堂
の
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
置
い
た
ま
ま
帰
ら
れ

て
、
慌
て
て
奥
様
が
「
あ
な
た
の
大
事
な
日

記
を
主
人
が
置
き
っ
ぱ
な
し
で
返
し
て
い
な

い
の
で
は
」
と
電
話
を
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
そ
そ
っ
か
し
い
と
こ

ろ
も
、
多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
る
楠
本
先
生

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
結
婚
披
露
宴
で
私
の
当
時
二
十
歳
だ
っ
た

ダ
ウ
ン
症
の
妹
と
、
末
の
中
三
の
妹
が
故
郷

の
民
謡
を
日
舞
で
披
露
し
た
と
き
に
、
楠
本

先
生
と
奥
様
は
大
粒
の
涙
を
何
度
も
ハ
ン
カ

チ
で
拭
き
な
が
ら
「
よ
か
っ
た
な
あ
、
い
い

妹
さ
ん
だ
な
あ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
結
婚
し
て
長
女
、
二
女
の
後
、
十
一
年
目

に
長
男
が
誕
生
し
た
。
楠
本
先
生
に
報
告
す

る
と
「
そ
う
か
、
よ
か
っ
た
な
あ
、
男
が
産

ま
れ
た
か
あ
」
と
亡
き
奥
様
の
分
ま
で
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
た
。

愛のことばが最高の贈物だ

W
．
U   

（
50
代
）〈
女
性
〉
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　Facebook

の
講
話
動
画
で
拝
見
し
て
い

た
講
師
の
方
々
の
生
の
講
話
を
聴
く
こ
と
が

で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。
余
り
の
嬉
し
さ
に

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昨
年
十
一
月
よ
り
、
母
が
奈
良
県
の
病
院

に
入
院
し
て
お
り
、
そ
の
お
見
舞
い
に
来
る

た
び
に
、
宇
治
別
格
本
山
に
寄
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
一
日
講
話

に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
嬉
し
く
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
は
旅
行
先
の
奈
良
で
事
故
に
あ
い
、
突

然
の
入
院
と
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
心
配

や
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
都

度
、「
善
一
元
の
世
界
、
何
が
あ
っ
て
も
大
丈

夫
！
必
ず
良
く
な
る
！
」
と
言
い
聞
か
せ
て

い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
退
院
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
母
が
奈
良
に
入
院

し
た
お
か
げ
で
宇
治
別
格
本
山
に
来
る
こ
と

も
出
来
た
の
で
、
悪
い
よ
う
に
思
え
る
こ
と

も
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
生
長
の
家
の
み
教
え
を
知
っ
て
い
て
、

本
当
に
幸
せ
で
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
「
祈
り
」
は
、ま
さ
に
今
の

私
に
ピ
ッ
タ
リ
の
内
容
で
し
た
。
祈
り
が
生

命
宣
言
で
あ
り
、「
私
は
神
の
子
で
す
」
と
宣

言
す
る
こ
と
、

そ
し
て
常
に

神
様
を
想
う

こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
学

び
ま
し
た
。

　
私
は
ど
う

し
て
も
自
分
を
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
。
過
去

の
自
分
を
思
い
出
し
て
は
自
己
嫌
悪
に
な
り

ま
す
。
な
の
で
、
良
い
人
に
な
ろ
う
と
努
力

す
る
の
で
、
時
々
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

し
て
ま
た
自
己
嫌
悪
に
陥
り
ま
す
。

　
今
日
の
榎
本
講
師
の
講
話
に
は
、
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
か
失
敗
し
て
も
、昔

を
思
い
出
し
て
も
、
自
分
を
責
め
た
り
裁
い

た
り
せ
ず
、
神
様
に
す
べ
て
お
任
せ
す
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　「
今
そ
の
ま
ま
で
神
の
子
！
私
は
神
の

子
！
は
い
！
そ
の
通
り
で
す
！
」
と
繰
り
返

し
、
素
直
に
言
っ
て
み
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
や
地
球
環
境
は
、
悪
化
へ
と
進
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
私
は
、
家
庭
菜
園
を

　
主
人
が
四
十
歳
の
時
に
宇
治
か
ら
本
部
へ

と
転
籍
と
な
り
、
送
別
会
を
開
い
て
く
だ

さ
っ
た
と
き
に
、
講
堂
で
当
時
一
歳
の
歩
き

始
め
た
長
男
が
、
楠
本
先
生
と
同
じ
テ
ー
ブ

ル
に
付
き
、
ま
あ
る
い
眼
を
見
開
い
て
、
先

生
と
二
人
で
見
つ
め
合
っ
て
い
る
写
真
が
あ

る
。
こ
れ
は
私
の
心
の
中
の
宝
物
で
あ
る
。

　
そ
の
人
そ
の
人
に
応
じ
て
ご
愛
念
を
、
言

葉
や
祈
り
や
眼
差
し
で
捧
げ
て
お
ら
れ
た
お

姿
を
思
い
出
す
。

　「
よ
う
や
く
こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
か
」
と
奥

様
に
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
霊
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
想
い
、
今
ま
で
の
ご
愛
念
に

感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

親切の種子は、必ず善き果を結ぶ

N
．
K   

（
50
代
）〈
女
性
〉

M
．
Ｉ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
体
験
感
想
文
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し
た
り
、

物
を
大

切
に
し

た
り
、

工
夫
を

し
て
物

の
い
の

ち
を
生
か
す
こ
と
を
心
が
け
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
の
岡
田
浩
二
講
師
の
素
晴
ら

し
い
講
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
て
、
私
は
ま

だ
ま
だ
些
細
な
こ
と
で
満
足
し
て
い
た
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
神
の
子
だ
か
ら
す

る
こ
と
、
神
の
子
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　「
吾
祈
れ
ば
天
地
応
え
、
吾
動
け
ば
宇
宙
動

く
」
と
い
う
祈
り
に
つ
い
て
、
私
は
、
ど
う
し

て
も
ち
っ
ぽ
け
な
自
分
か
ら
抜
け
出
せ
な
い

で
い
ま
す
。
榎
本
講
師
の
講
話
の
中
で
、
十

全
の
中
に
私
は
住
ん
で
い
る
と
言
っ
て
く
だ

さ
る
言
葉
が
、
心
に
響
き
ま
し
た
。
完
全
で
、

十
全
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
神
の
子
で
あ
る
私
を

も
っ
と
、
喜
ん
で
喜
ん
で
祈
っ
て
い
き
た
い

と
思
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
清
水
講
師
に
は
、
前
回
も
「
神
は
光
で
、
光

一
元
で
あ
る
」
と
、
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
で
、
心
が
解
放
さ
れ
て
、
楽
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
娘
の
態
度
に
変
化
が
現
れ

て
、
孫
の
病
気
も
好
転
し
て
き
ま
し
た
。
今

日
は
そ
れ
も
現
象
で
、
何
が
あ
っ
て
も
光
を

観
て
い
く
こ
と
、
自
分
の
尺
度
を
捨
て
て
い

く
、
波
面
を
見
る
の
で
は
な
く
、
本
当
の
お

月
様
を
観
て
行
き
ま
す
。

　
堀
端
総
務
の
ご
講
話
、
も
っ
と
も
っ
と
お

聴
き
し
た
か
っ
た
で
す
。
根
本
の
大
切
な
こ

と
を
、
解
か
り
や
す
く
お
説
き
く
だ
さ
い
ま

し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
久
し
ぶ
り
に
宇
治
の
一
日
講
話
に
参

加
し
て
、
講
師
の
方
々
の
お
話
を
そ
の
ま
ま

素
直
に
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
日
常
生
活
で
は
、
聖
典
拝
読
や
神
想
観
を

し
て
も
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
が
出
来

な
く
て
、
こ
ん
な
自
分
は
幸
せ
に
な
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
想
い
が
心
の
中
に
あ
っ
て
、

真
理
の
言
葉
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

　
千
羽
講
師
の
講
話
の
中
に
も
「
私
達
が
幸

せ
を
受
け
入
れ
る
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
神
様
が
い
く
ら
私
達

を
幸
せ
に
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
を
受

け
取
る
私
が
拒
否
し
て
い
た
ら
、
神
様
は
幸

せ
を
与
え
た
く
て
も
与
え
ら
れ
な
い
ん
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
神
様
は
私
を

見
放
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
幸
せ
を
与
え
て

く
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
自
分
が
神

様
か
ら
の
幸
せ
を
受
け
取
ろ
う
と
し
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　「
祈
り
合
い
の
神
想
観
」
で
は
、
祈
ら
れ
る

側
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
祈
ら

れ
る
側
は
恥
ず
か
し
さ
も
あ
っ
て
、
皆
さ
ん

の
前
に
座
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
今
回
は
そ
の
ま
ま
の
自
分
は
ど
っ
ち
に

座
り
た
い
か
を
ご
ま
か
さ
ず
、
祈
っ
て
欲
し

い
と
い
う
思
い
の
ま
ま
行
動
し
ま
し
た
。
す

る
と
家
で
の
神
想
観
と
は
違
い
、
自
分
を
否

定
し
た
り
、
こ
の
先
の
不
安
を
感
じ
る
こ
と

な
く
、
心
か
ら
の
安
心
感
と
神
様
に
護
ら
れ

て
い
る
自

分
を
感
じ

る
こ
と
が

出
来
ま
し

た
。
有
難

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

日々是好日、毎日いのちが新生する

D
．
Y   

（
30
代
）〈
女
性
〉
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長
田
講
師
が
本
山
を
去
ら
れ
、
も
う
本
山

に
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
こ
と
は
承
知
で
参
り

ま
し
た
が
、
残
念
で
、
寂
し
い
気
持
ち
は
ぬ

ぐ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
日
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
お
話
が

聴
け
て
、
心
が
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　
清
水
講
師
の
「
生
か
さ
れ
て
い
た
の
だ
ー
」

「
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
、
生
か
さ
れ
て
い

る
ん
だ
ー
」
と
い
う
、
明
る
く
、
力
強
い
お
話

や
岡
田
浩
二
講
師
の
「
和
解
の
神
想
観
」
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
ル
ー
ム
メ
イ
ト
の
い
ら
し
た
ス

ペ
ー
ス
に
向
か
っ
て
神
想
観
を
し
た
と
い
う

お
話
し
や
榎
本
講
師
の
「
自
分
が
や
る
の
で

は
な
い
、
全
て
を
神
様
に
全
托
し
た
ら
、
愛

行
も
神
催
し
の
も
の
と
な
り
、
顔
を
洗
う
こ

と
も
、
お
風
呂
に
入
る
こ
と
も
、
友
達
と
お

茶
す
る
こ
と
も
全
て
が
愛
行
に
な
る
」
と
い

う
お
話
、
そ
う
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
堀
端
総
務
の
「
縦
の
真
理
　
横
の
真
理
」
の

お
話
し
の
中
で
も
「
環
境
（
肉
体
）
は
心
の

影
で
あ
る
、
形
に
現
れ
る
こ
と
で
自
己
反
省

と
な
る
」
と
い
う
お
話
。
お
話
は
ど
れ
も
心

に
沁
み
ま
し
た
。
今
日
来
る
こ
と
が
出
来
て

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
是
非
来
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
　

　
こ
の
た
び
は
、
二
日
間
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
大
変
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
日
頃
の
生
活
の
中
で
、
つ
い
つ
い
心
が
固

く
な
り
、
柔
ら
か
さ
を
失
う
こ
と
が
あ
っ
た

り
、
ま
た
六
月
か
ら
仕
事
で
大
役
を
拝
す
る

こ
と
に
な
り
、
心
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
ど
の

講
話
の
中
に
も
自
分
が
知
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
こ
と
の
お
答
え
が
出
て
き
て
、
大
変
う

れ
し
く
、
有
難
か
っ
た
で
す
。
今
後
も
度
々

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
講
話
を
聴
い
て
い
ま
す
と
、
な
ん
と
も
言

え
な
い
心
地
よ
さ
と
幸
福
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
日
々
の
生

活
を
過
ご
し
た
く
思
い
ま
す
。

　
二
年
余
り
の
コ
ロ
ナ
感
染
を
避
け
る
た
め

の
〝
巣
ご
も
り
生
活
〟
の
中
で
も
、
今
ま
で

の
幾
度
と
な
く
受
け
た
練
成
会
の
お
か
げ
で
、

暗
い
人
類
意
識
を
吹
き
飛
ば
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
中
で
、
マ
イ

ナ
ス
の
人
類
意
識
に
負
け
そ
う
に
な
る
時
に
、

宇
治
で
一
日
講
話
を
開
催
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
の
悦
び
は
、
な
ん
と
表
現
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
！
今
の
私
に
は
、
参
加
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

信
仰
の
大
切
さ
を
改
め
て
教
え
て
く
だ
さ
る

ご
講
話
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
日
は
と
て
も

幸
せ
な
気
持

ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
有

難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

和解と感謝の生活に、不幸は近よらない

K
．
M   

（
50
代
）〈
女
性
〉

S
．
W   

（
50
代
）〈
女
性
〉

Ａ
．
R   

（
70
代
）〈
女
性
〉
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か
く
、
自
分
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
医

師
に
お
願
い
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
方
々
も
一
生

懸
命
や
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
自
分
の
事
は
で
き
る
よ
う
に
ま
で

回
復
し
、
本
当
に
祈
願
し
て
い
た
だ
い
た
お

陰
だ
と
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
娘
が
切
迫
早
産
、
前
置
胎
盤
の
状
態
で
入

院
し
ま
し
た
。
検
査
の
結
果
、
胎
盤
が
癒
着

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
帝
王
切

開
す
る
こ
と
に
な
り
、
神
癒
祈
願
を
申
し
込

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
手
術
予
定
日
ま
で
に
出
血
す
る
可
能
性

も
あ
り
、
ま
た
手
術
の
際
に
は
大
量
出
血

が
予
想
さ
れ
、
と
て
も
危
険
な
手
術
に
な
る

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
お
陰
様
で
手
術
日
ま

で
は
出
血
も
な
く
、
無
事
に
出
産
で
き
ま
し

た
。
手
術
の
際
の
大
量
出
血
に
備
え
て
、
娘

は
一
二
〇
〇
cc
の
自
分
の
血
を
用
意
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
使
う
こ
と
も
な
く
手
術

が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
長
い
間
、
祈
願
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
主
人
が
一
昨
年
、
前

立
腺
が
ん
に
な
り
、
昨
年
は
脳
梗
塞
と
続
け

て
大
病
を
患
い
ま
し
た
。
心
が
折
れ
そ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
必
ず
良
く
な
る

と
信
じ
て
神
様
に
全
て
を
お
任
せ
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
快
癒
し
、
前
立
腺
の
定
期
健
診

で
は
、
今
の
と
こ
ろ
大
丈
夫
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
脳
梗
塞
も
は
じ
め
は
片
手
の
麻
痺
が
残
り
、

一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
状
態
で
し
た
が
、

五
十
日
間
の
リ
ハ
ビ
リ
で
ボ
タ
ン
が
留
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
お
箸
で
食
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
退
院
し
て
き
ま
し
た
。
と
に

　
友
人
の
孫
娘
が
小
学
生
の
時
か
ら
、
十
年

以
上
引
き
こ
も
っ
て
お
り
、
家
族
間
で
も
会

話
が
あ
ま
り
無
い
と
聞
き
ま
し
た
。

　
私
は
一
年
に
何
度
か
宇
治
に
写
経
奉
納
し

て
い
る
の
で
、
祈
願
項
目
に
彼
女
の
実
相
顕

現
を
書
き
、
心
を
込
め
て
写
経
し
奉
納
し
ま

し
た
。
先
日
、
友
人
か
ら
孫
娘
が
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
、
ご
飯
も
食

べ
て
く
れ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
奉
納
し
て
か
ら
約
一
ヶ
月
で
叶
う
と
は
夢

の
よ
う
で
、
私
も
と
て
も
嬉
し
く
、
本
当
に

宇
治
に
救
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
神
癒
人
型
に
守
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々

の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
よ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生命は生々と働くことによって生長する

リ
ハ
ビ
リ
で

　
　

手
の
麻
痺
が
回
復

T
．
N   
〈
女
性
〉

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

友
人
の
孫
の

　
　

実
相
顕
現
祈
願
が
成
就

K
．
K   

〈
女
性
〉

〈
写
経
の
お
礼
状
〉

無
事
に
娘
が
出
産
し
ま
し
た

M
．
R   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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11日(月)10:00～ 自然災害物故者慰霊塔月次祭
13日(水)10:00～ 宝蔵神社月次祭《ライブ配信》

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
16日(土)15:30～ 宝蔵神社 先祖・流産児供養祭《ライブ配信》
19日(火)10:00～ 末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭
※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

時間：９:２０～１２:００・１３:００～１６:００
※お申し込みにより日程を調節します

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
(担当講師の希望はお受けできません)

使用媒体：zoomまたはメッセンジャー
お申し込み方法：メールアドレス：rensei@uji-sni.jp 、またはFacebookページ

「生長の家宇治別格本山」までメッセージをお願い致します。
メッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信
ください。練成部より担当講師等の連絡事項を返信いたします。

練成会は、令和４年７月までの中止
が決定しております。
再開につきましては、ホームページ
またはFacebook、お電話でお問い
合わせください。

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭はFacebookページ「生長の家宇治別
格本山」にてライブ配信いたします。ぜひご覧ください。
☆霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書留に
てお送りください。先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されます。
オンラインでご供養ください。
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